
「チャレンジャー」と「サポーター」 佐野 和雄

つい先日、終業式を終えたばかりですが、
今日は２学期のスタートです。２学期は、
学校行事、学年行事が多くあります。それ
に併せて３年生は進路選択、２年生は世代
交代の準備、１年生は北山中の担い手とし
ての活躍が期待されるようになります。
そのスタートにあたり、チャレンジャー

とサポーターについて一緒に考えたいと思
います。チャレンジして目指す目標や夢は、
一人では達成できません。チャレンジする
人とサポートする人の両者がそろうことで
夢は初めて実現し、共に喜び、共に成長し
合えます。
先生方は、生徒である皆さん一人一人が、自分の夢や目標、志を叶え、羽ばたいていく

姿を応援するサポーターでありたいと願っています。一方で、その先生自身も先生として
目指す姿や夢をもつチャレンジャーでもあります。その時、皆さんは、頑張る先生を支え
るサポーターでもあります。チャレンジャーとサポーターの役割は固定的でなく、入れ替
わりが可能な素敵な関係と言えます。これは、生徒の皆さん同士や家族の関係にも同じこ
とが言えます。
２学期は、各種の行事や学年に応じたテーマが在りチャレンジする場面がたくさんあり

ます。皆さん一人一人がチャレンジャーであり、サポーターです。一緒に頑張りましょう。
その時に覚えておいて欲しいことを三つお伝えします。
一つ目は、挑戦するとは「出来ることから前に進む」ということです。日米両方で活躍

したイチロー選手は「試合では打ちたい球は来ない、好きな球を待っていたら試合は終わ
ってしまう。自分が全く予想しない球が来た時に、どう対応するかが大切です。」と言っ
ています。これは、全てに通じることで「良いタイミングを待つ姿勢では、チャンスを逃
す」ということです。イチロー選手が言うのは、苦しい時やうまくいかない時でも「今自
分に出来ること、頑張れば出来そうなことを積み重ねていかないと遠くの大きな目標には
近づかない」と言っているのです。まさに「出来ることから前に進む」です。
二つ目は、サポーターについて、サポーターは、チャレンジャーをきちんと応援するこ

とが大切です。一生懸命に頑張ることや失敗を馬鹿にしたり笑ったりしない人が本当の意
味でのサポーターです。ここにいる皆さんは、ただの仲良し集団ではありません。義務教
育の仕上げの３年間で、社会を生き抜く上で必要な力を身に付けるため、磨き合うために
集まっているのです。そのため、出来ることから始めるチャレンジャーであり、一生懸命
頑張る仲間を支えるサポーターでもあるのです。チャレンジャーとサポーターが互いに入
れ替わりながら高め合う北山中生であることを願います。
そして、もう一つ。コロナウイルスは学校にもやがてやって来ます。病気や年齢を重ね

た方の中には、ウイルスの広がりに危険を案じている人が大勢います。私たちの身近にも
いらっしゃいます。そのため、まず、今まで以上に、お互いに感染防止に努めます。そし
て、努力していても感染してしまうことはあると捉え、そんな時は仲間をきちんと労り、
守ることのできる北山中生であって欲しいと思います。皆で行事に向かっていきましょう。
今日は、チャレンジャーとサポーターのあり方、そして、コロナへの対応についてお話

ししました。価値ある２学期にしていきましょう。

９月号

学校だより 富 士 宮 市 立 北 山 中 学 校

令和２年９月４日（金）

１年50名 ２年55名 ３年45名

全校生徒数 150名

 

【学校教育目標】 夢に向かって 自ら学び、自ら考える生徒 ～自信と誇りをもてる北山中生～



いよいよ９１日間の２学期スタート・２学期の抱負
８月１７日（月）２学期始業式が行われました。生徒を代表し

て１年 HHさん、２年 AKさん、３年 TKさん、３組 IYさん、生
徒会 SO さんが力強く２学期の抱負を述べました。２年生の AK
さんは「授業で発表を頑張ることです。進んで発言、発表するこ
とで、みんなでつくる良い授業につながり、理解度を高め、学力
の向上にも役立つと思います。」とみんなで学び合う授業を楽し
くし、授業の内容が分かるようにするための取組を具体的に示し
てくれました。２学期はコロナ対応と学校行事を充実させることの両立させ、みんなで頑張って
いきましょう。

９月に延期した修学旅行、林間学習、安全に配慮して実施！
新型コロナウイルス感染症拡大防止により延期していた学校行事（修学

旅行、林間学習）を９月17日(木)～19日（土）に実施することを保護者

説明会にてご報告させていただきました。決定までの間、生徒の思いを踏

まえ、代表保護者会、参加確認書などから保護者の皆様の意向を汲み取り、

現地の状況を調査し、慎重に検討して参りました。出発まで約２週間とな

りました。健康観察カードを基に、規則正しい生活を送ることで身体の状

態を整え、免疫力を高めることが大切です。各ご家庭で、生活の見直しをお願いします。学校は、

生徒、ご家族の皆様の安全・安心を第一に考えております。心配なこと、気になることがありま

したら、いつでも学校に相談ください。

携帯・スマホ（ＳＮＳ）について親子で考えよう
市Ｐ連主催の「親子で作る携帯・スマホコンクール」にたくさんご応募いただき、ありがとう

ございました。９月１日（火）のＰＴＡ常任委員会で厳正な審査の結果、校内コンクールの学年
グランプリが選ばれました。優秀作品は以下の通りです。

生 徒 保 護 者
１年 「携帯に 支配されない 強い意志」 「スマートフォン 便利と危険が 紙一重」

２年 「スマホより 親子の時間 大切に」 「その言葉 直接 相手に 言えますか
その画像 親に見せられますか
できないならやめて 一生後悔するから」

３年 「一言で 一生残す 心の傷」 「ＬＩＮＥのトークもいいけれど

家族団らん 楽しいトーク」

市Ｐ連のコンクールは２年生の生徒・保護者の作品が対象です。２年生のグランプリ作品に加
え、以下の４点を応募いたします。（生徒）「親と子の 大切な時間 スマホじゃない」「消えないよ
あなたの書き込み 大丈夫？」「運転中 横断中ちゃんと見るのは スマホじゃなくて 目の前だ」「ベ
ッドの中 見ていいのは 夢だけだ」（保護者）「便利なスマホ 使い方は あなた次第」「スマホより
親子の会話で 満たされる心」「よく考えて その送信は 世界へ行くよ」「思い出を 残すは心に・
スマホより」 この機会にぜひ、携帯、スマホ等の利用について、じっくりと親子で話し合って
みてください。

家族で防災会議を
8月31日(月)の北山中学校区保小中合同引き渡し訓練では、生徒の安全を確保し、効率よく引

き渡しを行うことができました。ご協力いただき、ありがとうございました。

今年の富士宮市総合防災訓練（自主防災会）は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため家

族でできる対策を話し合うように内容を変えています。「家庭でできる防災対策」（広報ふじのみ

や８月号）を活用して、各家庭で防災教育について話し合ってみてください。ご家庭での防災教

育の取組をお願いします。

【９月の主な行事予定】
９月 １日(火) ＰＴＡ常任委員会 23日(水) 林間学習・修学旅行代休日

２日(水) 静岡県中学校学力診断調査（３年） 24日(木) ３校合同あいさつ運動
７日(月) 学校徴収金振替日 26日(土) ＰＴＡ奉仕作業
９日(水) ＰＴＣＡ放課後学習支援（数・英） 30日(水) ＰＴＣＡ放課後学習支援
11日(金) 漢字検定（希望者） （数・英）
17日(木)～19日（土）林間学習・修学旅行




